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藤　

原　
　

弘

　

チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
・
ワ
ン

          

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
み
る（
１
）

筆
者
は
二
〇
一
二
年
に
投
資
環
境
調
査
の
た
め
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問
し
、
現
地
に
進
出
し
て
い
る
中
国

系
企
業
の
経
営
者
や
政
府
関
係
機
関
関
係
者
等
か
ら

現
地
の
経
営
環
境
に
つ
い
て
生
の
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
の
で
以
下
に
紹
介
し
た
い
。

（
は
じ
め
に
）

二
〇
一
一
年
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
へ
の
海
外
か
ら
の
投

資
を
国
別
に
み
る
と
１
位
は
中
国
89
億
ド
ル
、
２
位

韓
国
40
億
ド
ル
、
３
位
マ
レ
ー
シ
ア
35
億
ド
ル
と
、

中
国
、韓
国
企
業
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
の
主
役
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
、
日
本
は
投
資
国
と
し
て
は
第
14
位

で
1.5
億
ド
ル
で
し
か
な
い
。
中
国
、
韓
国
企
業
は
、

低
廉
な
人
件
費
と
特
恵
関
税
制
度
に
メ
リ
ッ
ト
の
あ

る
縫
製
業
の
工
場
進
出
を
除
く
と
、
そ
の
多
く
が
不

動
産
投
資
や
資
源
関
連
、
飲
食
業
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

業
に
集
中
し
て
い
る
の
が
特
徴
だ
。
し
か
し
、
日
本

企
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
は
数
字
的
に
は
少
な
い
が
、

同
国
政
府
が
認
可
し
て
い
る
経
済
特
区
に
集
中
し
て

い
る
。
二
〇
〇
六
年
か
ら
二
〇
一
一
年
ま
で
の
経
済

特
区
へ
の
投
資
額
を
み
る
と
日
本
企
業
の
投
資
額
は

１
億7700

万
ド
ル
で
ト
ッ
プ
に
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
さ
れ
て
い
る
地
域
へ
の
進
出
が
日
本
企
業
の
対

カ
ン
ボ
ジ
ア
投
資
の
特
徴
と
い
え
る
。
経
済
特
区
に

進
出
し
て
い
る
日
本
企
業
と
し
て
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

経
済
特
区
に
は
味
の
素
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
（
工
事
未

着
工
）、
ミ
ネ
ベ
ア　

住
友
電
装
、
グ
リ
ー
ン
サ
ー

ク
ル
社
（
製
靴
）
な
ど
の
企
業
が
入
居
し
て
お
り
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
経
済
特
区
に
は
モ
ロ
フ
ジ
社
（
Ｐ
Ｅ 

バ
ッ
ク
製
造
）、
シ
ア
ヌ
ー
ク
港
経
済
特
別
区
に
は
王

子
製
紙
（
入
居
予
定
）、
さ
ら
に
タ
イ
セ
ン
経
済
特
別

区
に
は
ド
ー
コ
社
（
紳
士
服
製
造
）、ス
ワ
ニ
ー
社
（
手

袋
製
造
）
等
が
あ
る
。
日
本
企
業
も
中
国
は
じ
め
ア

ジ
ア
各
国
で
人
件
費
の
高
騰
が
み
ら
れ
る
な
か
で
、

チ
ャ
イ
ナ
・
プ
ラ
ス
ワ
ン
の
有
力
候
補
と
し
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
視
野
に
入
れ
だ
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。
日
本
商
工
会
会
員
は
、
ス
ズ
キ
モ
ー
タ
ー
、
ミ

ネ
ベ
ア
、
イ
オ
ン　

住
友
電
装
な
ど
の
大
企
業
を
中

心
に
114
社
で
あ
る
。

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
）

進
出
日
系
企
業
か
ら
み
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
及
び
問
題
点
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

（1）
低
廉
で
豊
富
な
労
働
力
、
日
本
の
特
恵
関
税
、
経

　

済
特
区
（
ま
た
は
投
資
優
遇
処
置
Ｑ
Ｉ
Ｐ
）
の
恩

　

恵
を
活
か
し
た
軽
工
業
品
の
輸
出
加
工
（
縫
製
、

　

製
靴
、
電
子
部
品
、
自
動
車
部
品
、
食
品
加
工
、

　

家
具
等
労
働
集
約
型
産
業
）

（2）
成
長
す
る
国
内
市
場
向
け
の
ビ
ジ
ネ
ス
（
二
輪　

　

自
動
車
組
立
・
販
売
、
小
売
な
ど
）

（3）
農
業
国
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
大
地
を
活
用
し
た
農
業
、

　

農
産
品
加
工
業

（4）
南
部
経
済
回
廊
を
活
用
し
た
物
流
業

（5）
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
な
ど
を
活
用
し
た
観
光
業   

　

（
日
本
人
向
け
）

（6）
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
（
海
底
油
田
、
天
然
ガ

　

ス
等
）

一
方
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
進
出
し
た
日
系
企
業
が
直
面

す
る
問
題
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（1）
割
高
な
電
力
料
金
、
不
安
定
な
電
力
供
給
：
タ
イ

　

や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
電
力
供
給
に
依
存
し
て
お　

　

り
、
電
力
料
金
は
ベ
ト
ナ
ム
や
ラ
オ
ス
の
二
倍
、

　

タ
イ
の
一
・
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。

（2）
熟
練
労
働
力
の
不
足
：
教
育
水
準
の
高
い
労
働
者
が
不

　

足
し
て
い
る
。
識
字
率
は
七
八
・
四
％
で
あ
る
。

（3）
行
政
の
不
透
明
：
投
資
関
連
法
規
は
急
ピ
ッ
チ
で

　

整
備
が
進
ん
だ
が
、
許
可
基
準
が
不
透
明
で
運
用

　

手
続
き
も
行
政
の
末
端
ま
で
浸
透
し
て
い
な
い
。

（4）
イ
ン
フ
ラ
：
主
要
幹
線
道
路
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗

　

装
で
完
成
し
て
い
る
が
、
地
方
の
道
路
は
ま
だ
ま

　

だ
未
整
備
で
あ
る
。

最
大
の
問
題
は
裾
野
産
業
が
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、

政
策
的
観
点
か
ら
当
面
は
労
働
集
約
産
業
が
中
核
と

な
り
雇
用
創
出
を
図
る
こ
と
が
外
国
企
業
に
期
待
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
日
系
企
業
の
対
応
を
み

る
と
、
ま
ず
日
本
電
産
は
10
億
円
を
投
じ
て
三
万
平
方

メ
ー
ト
ル
の
工
場
用
地
を
カ
ン
ボ
ジ
ア
北
西
部
の
ポ
イ

ペ
ト
に
確
保
し
、
二
〇
一
二
年
六
月
か
ら
三
五
〇
人
の

従
業
員
で
操
業
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
一
四
年
に

は
五
、〇
〇
〇
人
に
増
や
す
予
定
で
あ
る
。同
社
は
ハ
ー

ド
・
デ
イ
ス
ク
・
ド
ラ
イ
ブ
の
部
品
に
関
し
、
タ
イ
と

カ
ン
ボ
ジ
ア
間
の
生
産
分
業
体
制
の
構
築
を
目
指
し
て

お
り
、
両
国
の
狭
間
に
あ
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
戦
略
的
位

置
づ
け
を
考
慮
し
た
日
本
企
業
に
よ
る
分
業
体
制
構
築

の
先
駆
け
と
い
え
よ
う
。

日
系
企
業
の
分
業
体
制
構
築
に
影
響
を
与
え
る
東

西
回
廊
の
実
態
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
現
在
、
タ

イ
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
と
の
間
で
車
両
の
相
互
の
乗
り
入
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れ
が
行
わ
れ
て
お
り
カ
ン
ボ
ジ
ア
側
か
ら
は
ト
ラ
ッ

ク
五
台
と
バ
ス
三
十
五
台
が
毎
日
タ
イ
に
入
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
対
し
て
タ
イ
側
か
ら
は
バ
ス
一
〇
台
、

ト
ラ
ッ
ク
三
〇
台
と
な
っ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
か

ら
は
観
光
客
が
、
タ
イ
側
は
部
品
の
搬
入
が
中
心
と

な
る
こ
と
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
相
互
乗
り
入
れ
に
は
ラ
イ
セ
ン
ス

（
越
境
輸
送
許
可
書
）
が
両
国
政
府
か
ら
発
行
さ
れ
て

お
り
、
相
互
乗
り
入
れ
で
き
る
車
数
は
上
述
の
と
お

り
限
定
さ
れ
て
い
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
部
品
等
の

裾
野
産
業
が
育
っ
て
お
ら
ず
、
多
く
の
企
業
が
タ
イ

か
ら
部
品
を
輸
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

外
国
企
業
の
進
出
が
増
加
す
れ
ば
両
国
の
車
両
の
相

互
乗
り
入
れ
は
さ
ら
に
重
要
性
を
増
す
こ
と
に
な
ろ

う
。
ち
な
み
に
こ
の
相
互
乗
り
入
れ
車
両
を
利
用
し

た
場
合
、
タ
イ
ー
カ
ン
ボ
ジ
ア
間
の
所
要
時
間
は
約

二
日
で
あ
り
、
今
後
、
入
国
手
続
き
の
迅
速
化
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

（
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
労
働
力
の
質
を
み
る
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
従
業
員
の
気
質
は
素
直
で
、
真
面
目

で
、
直
接
的
に
反
論
す
る
こ
と
は
な
く
、
親
日
的
い

う
の
が
特
徴
と
の
こ
と
で
あ
り
、
日
本
企
業
の
経
営

者
に
と
っ
て
労
務
管
理
は
か
な
り
楽
な
よ
う
だ
。
し

か
し
、
内
戦
の
後
遺
症
に
よ
る
経
済
面
で
の
立
ち
遅

れ
が
教
育
に
も
大
き
な
影
を
落
と
し
て
お
り
、
小
学

校
か
ら
大
学
ま
で
半
日
教
育
、
つ
ま
り
午
前
と
午
後

に
分
け
て
教
育
を
実
施
し
て
い
る
。
日
系
企
業
の
従

業
員
の
な
か
に
は
小
学
校
中
退
者
も
結
構
い
る
よ
う

で
あ
り
、
就
業
開
始
前
に
ク
メ
ー
ル
語
の
読
み
書
き

を
教
え
て
い
る
企
業
も
あ
る
そ
う
だ
。
一
方
で
高
所

得
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
人
は
子
弟
を
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ヨ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
へ
通
学
さ
せ
、
欧
米
の
大
学
に
留
学
さ

せ
て
お
り
、
こ
の
教
育
面
で
の
格
差
も
拡
大
し
て
い

る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
小
学
校
か
ら
英
語
を
教
育
し

て
お
り
、
か
な
り
英
語
が
普
及
し
て
い
る
が
、
農
村

出
身
者
の
な
か
に
は
ク
メ
ー
ル
語
の
読
み
書
き
も
で

き
な
い
も
の
が
い
る
の
で
、
企
業
内
研
修
は
ク
メ
ー

ル
語
で
行
う
方
が
効
果
的
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
日
本
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
の
問
題
）

カ
ン
ボ
ジ
ア
経
済
の
急
速
な
拡
大
に
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
追
い
つ
て
い
な
い
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
中
心
部
で
も

停
電
が
月
に
数
回
発
生
し
て
お
り
、
進
出
企
業
は
特

に
特
別
経
済
区
以
外
に
工
場
を
構
え
る
場
合
に
は
、

自
家
発
電
装
置
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
特
に
工

場
操
業
に
不
可
欠
な
電
力
不
足
は
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
が
、
電
力
料
金
の
高
さ
も
経
営
者
に
と

り
頭
痛
の
種
だ
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
現
在
、
電
力
を
タ

イ
や
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
輸
入
し
て
お
り
、
電
気
代
は
１

Ｋ
Ｗ
あ
た
り
13
～
25
セ
ン
ト
で
タ
イ
の
9
セ
ン
ト
、

ラ
オ
ス
の
6
セ
ン
ト
、
ベ
ト
ナ
ム
6
セ
ン
ト
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
8
セ
ン
ト
と
比
べ
て
も
割
高
で
あ
る
。ま
た
、

行
政
組
織
の
不
透
明
さ
も
進
出
の
際
の
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
企
業
進
出
の
際
、
申
請
書
類
を
提

出
す
る
が
、
多
く
の
途
上
国
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
ア

ン
ダ
ー
ザ
テ
ー
ブ
ル
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
書
類
審
査
に
か
か
わ
る
料
金
の
領
収
書
も
内
容

が
不
明
確
で
あ
り
、
内
訳
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た

問
題
や
Ｖ
Ａ
Ｔ
の
還
付
も
ほ
と
ん
ど
実
施
さ
れ
て
い

な
い
と
い
っ
た
問
題
な
ど
が
多
く
の
進
出
企
業
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

従
業
員
の
雇
用
に
関
す
る
労
働
法
も
一
定
の
解
釈

が
な
く
、
例
外
規
定
が
多
く
、
法
的
運
用
に
関
す
る

問
題
も
深
刻
だ
。
特
に
経
理
処
理
に
関
す
る
会
計
法

並
び
に
労
働
法
に
つ
い
て
は
専
門
家
を
通
じ
て
徹
底

的
に
読
み
切
る
こ
と
が
肝
要
だ
。

（
ス
ト
対
策
に
配
慮
が
必
要
）

ス
ト
対
策
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
経
営
課
題
で

あ
る
。
最
近
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
も
台
湾
企
業
、
中
国

企
業
を
中
心
に
ス
ト
が
多
発
し
て
お
り
、
労
働
条

件
の
改
善
要
求
が
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
最
低
賃
金
は
61
ド
ル
で
あ
る
が
、
実
際
企
業

が
支
払
っ
て
い
る
賃
金
は
80
～
100
ド
ル
に
達
し
て
お

り
、
さ
ら
に
福
利
厚
生
等
と
り
わ
け
付
加
給
付
の
面

で
も
改
善
の
動
き
が
急
で
あ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
政
府

が
二
〇
一
二
年
九
月
一
日
か
ら
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
縫

製
協
会
（
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｃ
）
に
所
属
す
る
企
業
三
〇
九
社

（
二
〇
一
二
年
一
月
時
点
）
に
対
し
て
、
給
与
以
外
の

付
加
給
付
の
う
ち
、
皆
勤
手
当
を
こ
れ
ま
で
の
7
ド

ル
か
ら
10
ド
ル
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
発
表
し
て
い

る
ほ
か
、
住
宅
、
通
勤
手
当
7
ド
ル
の
支
給
が
近
々

義
務
付
け
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
住
宅
・

通
勤
手
当
は
宿
泊
所
、
通
勤
バ
ス
を
手
配
し
て
い
る

場
合
に
は
免
除
さ
れ
る
。
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
済
特
区

を
見
て
回
っ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
出
退
勤
時
に
は
た

く
さ
ん
の
ト
ラ
ッ
ク
が
手
配
さ
れ
、
多
く
の
従
業
員

の
送
迎
が
社
会
現
象
化
し
て
い
る
。

（
ア
ジ
ア
起
業
家
村
推
進
機
構

               

ア
ジ
ア
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
相
談
室
長
）

( 写真 ) 出勤時にはトラックとバイクで混雑する
　　　 プノンペン市街
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